






要約:新聞報道等からみるかぎり、行政による立ち入り調査が行われるようになった 1982

年以降も無認可保育施設における入所児(乳幼児)の死亡事故は減ってきていない。無認可

保育施設における事故発生率は,認可保育所の場合に比べるとかなり高いものと思われる

が、実際の数、実態等が行政によく把握されていないと思われる。今後も増える傾向があ

り、事故防止のためにもまず実態等の把握が必要である。 


